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目的:新生児・未熟児医療の進歩により、超未熟児をはじめとする重症児が、後遺症を残さ

ずに救命できるようになった反面、従来は救命できなかった児が救命され、長期間 NICU

に入院し、NICU の機能が十分に発揮できなくなってきていると言われている。そこで、長

期間 NICU に入院している児について検討した。' 

対象および方法:東京都新生児救急医療ネットワークに参加している 17 施設に、昭和 63

年から平成 2年の 3年間に収容された、入院期間が180 日以上の長期入院患者を対象とし

た。対象児は東京都母子保健サービスセンターと 17施設との新生児情報ネットワーク、新

生児(NICU)入院患者調査票を基にした。 

結果:3 年間の 180 日以上の長期入院患児は 170 名であった。そのうち 29 名は 360 日以上

の入院であった。 

180 日以上入院した 170 名の出生体重は、超未熟児が 76 名、極小未熟児で 97 名と 57%を占

めた。360 日以上の入院日数では極小未熟児の占める割合は 29 名中 10 名 34%であった。(表

1) 

主な診断名は、呼吸窮迫症候群 33名、気管支肺異形成 42 名、先天性心疾患 19 名、低酸素

性虚血性脳症 9名などであった。 

54 名が外科的手術を受けていた。動脈管開存症、先天性心疾患および壊死性腸炎に対する

手術が多くを占めた。 

考案:当院(杏林大学新生児・未熟児センター)の検討でも同様に、180日以上の入院は超未

熟児の占める割合が多かったが、360 日以上の入院は奇形と無酸素性虚血性脳症が大半を

占めた。本調査は、東京都の新生児救急医療ネットワーク 17 施設の新生児入院調査票を基

に検索したため、診断名が十分に把握できていないと考えられる。360 日以上の長期入院

例では、未熟性に基ずく児の占める割合が減少しており、今後さらに詳細に検討したい。 


